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五ヶ瀬川流域の中高生が集う ※１「300 人規模のワークショップ」を実施します 

 

 

 

 

 

 

昨今、気候変動の影響により、激甚化・頻発化する水災害に備えるため、 流域内のあらゆる関係者

が協働して流域全体で行う治水対策「流域治水」を推進しています。 

これまでの取組として、流域治水の自分事化、理解促進、人材育成を目的に、宮崎大学と連携して五

ヶ瀬川流域の中学生への出前授業や、流域治水を学ぶ流域ツアーなどを行ってきました。このため、１

年間の学習の総どりまとめとして※2「模擬流域治水協議会」を開催します。 

今回の協議会は特別に五ヶ瀬中等教育学校で行われる※3「価値創造フォーラム」と共同で実施する

ことになりました。当日の午後からの価値創造キャンプのなかで、高千穂中学校の流域治水の取組発

表と、３００人規模のワークショップとして※4「五ヶ瀬川流域治水ロールプレイ」を行います。 

 本フォーラムを通じて、五ヶ瀬川流域治水の取り組みを広く知ってもらうことを目的としています。  

 

記 

  
１．日 時： 令和 8 年 11 月 5 日（木） 価値創造フォーラム 

９：３０～１１：４５  午前の部：価値創造ラボ（分科会） 

                  13:30～１５：５０ 午後の部：価値創造キャンプ 

●探究成果発表 

●ワークショップ「五ヶ瀬川 流域治水ロールプレイ」 

 ２．場 所： 五ヶ瀬中等教育学校 体育館 

３．参加予定校： 高千穂中学校、高千穂高校、五ヶ瀬中学校、五ヶ瀬中等教育学校 

４．取材について： 取材を希望される方は当日受付までお越しください。 

【問い合わせ先】 

国土交通省 延岡河川国道事務所  技術副所長  堤
つつみ

 宏
ひろ

徳
のり

 

                             流域治水課長 齋
さい

藤
とう

 由
ゆ

紀
き

子
こ

 

    電話：0982-31-1155（代表） 0982-31-1191（流域治水課直通） 



 

＜用語の整理＞ 

※１「300人規模のワークショップ」とは、価値創造フォーラムの

なかで実施されており、参加学校の生徒（高千穂中学校、高千穂高校、

五ヶ瀬中学校、五ヶ瀬中等教育学校）で地域の魅力や価値をテーマと

して、話合いを行っているものです。今回は、流域治水をテーマに※

4「五ヶ瀬川流域治水ロールプレイ」を実施します。 

 

※２「模擬流域治水協議会」とは、令和５年度より実施しています、

五ヶ瀬川流域治水の１年間のサイクル（別添参照）の総取りまとめで

実施しているものです。これまでも探究学習の成果発表や、五ヶ瀬川

流域治水のロールプレイを実施しています。 

 

※３「価値創造フォーラム」とは、五ヶ瀬中等教育学校で地域や他校 

と連携し、郷土や地域の魅力を掘り起こし、未来の価値を創造するた 

めの探究型イベントです。別添にチラシを添付します。 

 

※４「五ヶ瀬川流域治水ロールプレイ」とは、流域に関係する異なる 

場の役割になりきり、どんなことを考え、行動を取るか話し合いを行 

うものです。 



午前
（9:30～11:45）

当日の内容

観覧を希望される方は
参加申込みフォームよりお申し込みください→

申込み〆切：令和８年１０月３０日(金)

ワークショップ「五ヶ瀬川 流域治水ロールプレイ」

高千穂中学校　高千穂高校　五ヶ瀬中学校　五ヶ瀬中等教育学校
 


3年生８２名　    1年生９０名　   1～3年生５３名　　　3・4年生７３名

問合せ先：宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校 研究調査部主任　上田
聖矢　　　

価値創造フォーラム
五ヶ瀬中等教育学校「DXハイスクール事業」 ×　流域治水協議会

11月5日(木) 9:30〜15:50
日 時

会 場 宮崎県立五ヶ瀬中等教育学校

☎ 0982-82-1255　　〒882-1203
宮崎県西臼杵郡五ヶ瀬町大字三ヶ所9468-30

世界農業遺産「高千穂郷・椎葉山地域」の五ヶ瀬川流域に所在する中学校・高校・中等教育学校の生徒が一堂に会し，
ミニ探究講座，探究成果発表，ワークショップ等を通して，地域の魅力や価値，流域治水について共に考えます。
今年度は五ヶ瀬中等教育学校と「五ヶ瀬川水系流域治水協議会」との共催で実施します。

●

参加校

ミニ探究講座

●

４校の代表生徒による探究成果発表●

令和８年

https://forms.gle/v7eoXdNaoX5vX2a9A

価値創造ラボ【分科会】 参加校：高千穂高／五ヶ瀬中等

〈講座例〉「色彩探究-セルフパーソナルカラー診断にチャレンジ-」「ショート動画作成講座」
　　　　　「中高生のためのスポーツバイオメカニクス」「地域の情報を地図で表現してみよう」
　　　　　「GeoGebraを使いこなせ！」「エッグドロップ」「五ヶ瀬中等６年生による探究成果報告会」
　　　　　「出張！ごかせ川 流域治水×ミニ水族館」「曽木川の氾濫の様子をVRで体験してみよう」　など

（50分×２回）　講師：両校教員・両校生徒・宮崎大学学生 等

午後
（13:30～15:50）価値創造キャンプ【全体会】 参加校：高千穂高／高千穂中／五ヶ瀬中／五ヶ瀬中等

協力
○宮崎大学工学部入江ゼミ
○国土交通省延岡河川国道事務所
○流域ぷらっとフォーム
○日本河川教育学会
○地域の皆様

https://forms.gle/v7eoXdNaoX5vX2a9A


１. 流域治水の自分事化の取組のロードマップ

○ 五ヶ瀬川流域では、流域治水の自分事化・理解促進・人材育成を目的に、宮崎大学と連携して、売り込みを実施。
（ターゲットを流域内の中学校・教育委員会に絞ったうえで、「流域治水」に関する講座を開催し、考えてもらうきっかけ作りを実施）

○ 年間を通じた探究学習（総合学習）の個人テーマとして、「流域治水」を選択してもらうことで、その親世代も考えるきっかけに繋げたい。
（探究の成果を発表する場として、「流域治水協議会（生徒編）」を開催）

○ 講座だけでなく、楽しみながら流域治水を学ぶ「流域ツアー」も実施。
（上流と下流の中学生及び教員が参加。上流・下流の現地を見る事で、流域治水の理解を深めることができた。

流域ツアー

国交省・宮大による
探究に取り組む生徒への個別フォロー

探究成果売り込み

次の学年

【取り組みロードマップ】

【出前授業の模様】
これまで９回（流域内の４校、延べ約320名参加）実施

より理解してもらえるよう、講義と並行で
「グラフィック議事録」を作成

「流域治水」について感じた事を発表

【流域ツアーの模様】
これまで5回（流域内の3校、延べ約150名参加）実施

「探究学習」に取り組む生徒の掘り起こし

令和7年11月開催（約50名参加）

・前例を作り「サイクル化」
・実績を積み「輪を拡げる」

・「下流」「上流」の風景や災害リスク（土砂・浸水）の違いを体験したり、道中は流域治水クイズなどを実施。
・ツアーの最後には感じた事を意見交換（学生間の交流）

・歴史（Ｈ１７災害）や、現在（利水ダムの事前放流）の流域治水を学習。
・Eボート体験など、「楽しく学ぶ」メニューも加えた。

令和5年8月開始 各中学校で成果まとめ

・ツアーとは別で、大学生
をプロジェクトリーダーと
する チャレンジイベント
（ミニ水族館）も開催

・次学年への出前授業

令和5年10月～令和8年6月

学校幹部、教育委員会

出 前 授 業 流 域 ツ ア ー

模擬流域治水協議会
（大人たちを巻き込んだ発表の場）

【流域治水協議会：生徒編】

現地体験 探求学習

・各中学校の個別の学習



２. 流域治水の自分事化に関する取組の活動経緯

第１クール

第２クール

第3クール
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